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論文

ウバメガシの萌芽更新に及ぼす伐根直径と伐採高の影響

山下（中森）由美子＊．I

大径化したウバメガシの更新手法を検討するため，ウバメガシ林伐採地において伐採l~3年後の個体からの萌芽発生（期首）

と伐採5~6年後の生残（期末）を調査した。調企した 6林分を，平均伐根直径によって二つのグループに区分した（「利用適

期林分」，「大径化林分」）。ウバメガシの萌芽が発生した個体の割合は期首・期末とも利用適期林分で高かったのに対し，大径

化林分では期末に減少した。大径化林分の伐根の萌芽率は，期首・期末とも伐根直径が大きいほど，また伐採高が高いほど低

下した。伐根当たりの萌芽数については，それが最大になるような伐根直径のピークはみられなかった。一方，萌芽数は高齢

な大径化林分で増加したのに対して，有萌芽の伐根数最大萌芽長，萌芽径は利用適期林分で増加した。以上から，ウバメガ

シは萌芽性が強い樹種であるが，高齢化によって大径化すると萌芽力は低下し，無萌芽個体が増加することが明らかになった。

よって，従来から行っている原木径6-12cmで更新することは，ウバメガシの萌芽性からメリットが多いことがわかった。原

木径が大きい場合には，伐採裔を低くすることで伐根の萌芽率の低下を抑えられると考えられた。

キーワード：高齢林，大径木化，伐根，備長炭原木林，萌芽性

Yumiko (Nakamori) Yamashita *・1 (2019) Effects of Stump Diameter and Stump Height on Sprouting in Quercus phillyraeoides. 

J Jpn For Soc 101: 235-241 To examine vegetative regeneration in large-diameter Quercus phillyraeoides trees, we investigated the 

occurrence of sprouting 1-3 years after logging and their survival after 5-6 years in a clear-cutting area. We surveyed six stands, divided into 

two groups according to average stump diameter: 1) smaller-diameter stands and 2) large-diameter stands: the former was typical in their 

size and age for traditional use to make charcoal, and the latter was older than typical stands. The sprouting ratio was high in the typical 

stands at the beginning and end of the study, whereas the large-diameter stands exhibited a lower sprouting ratio at the end of the study. In the 

large-diameter stands, the sprouting rate decreased as the stump diameter increased, and as the stump height increased between the beginning 

and end of the study. No peak in stump diameter was found to maximize the number of sprouts, while a difference in stand age affected sprout 

regeneration. The number of sprouts increased with age, while the number of sprouting stumps, maximum sprout height, and sprout diameter 

decreased with increasing age. Therefore, Q. phillyraeoides has high sprouting ability, but the sprouting ability decreases with age and the 

number of non-sprouting individuals increased. These findings indicate that the conventional management practice of cutting trees 6-12 cm 

in diameter can benefit greatly from the sprouting ability of Q. phillyraeoides. Our results suggest that when stump diameter is large, reducing 

the stump height could enhance survival after cutting in this species. 

Key words: Bincho charcoal wood forest, old secondary forest, overgrown tree, sprouting, stump 

I.はじめに

人間が里山の萌芽林を継続的に伐採し利用していくため

には，樹木が萌芽を発生させる能力，すなわち萌芽性を知

ることが重要である（伊藤 2014)。現在，人の利用による

撹乱のなくなった里山林では，遷移の進行と高蓄積化が進

んでいる（大住 2008)。

本研究の対象樹種であるブナ科コナラ属の常緑広葉樹種

であるウバメガシ (Quercusphillyraeoides) は，古くから備

長炭の原木として利用されてきた。多くの里山林と同様に，

備長炭原木林においても，適切な伐期で更新してこなかっ

た林分ではウバメガシの大径化が進んでいる。さらに現在，

カシノナガキクイムシ (Platypusquercivorus)の分布拡大に

よって，ウバメガシ林においても穿孔被害が顕在化してい

る（大谷ら 2014)。こういった状況を改善するためには，萌

芽更新による若返りが必要となる。しかし，このような林分

を伐採する場合，利用径級に達した幹が多いため，従来か

ら紀）11備長炭原木林で行われてきた一定直径級以上の幹だ
けを択伐する択伐萌芽更新（和歌山県 1992；橋詰 1994)

を実施することは困難であることから，皆伐されることが多

い。こうしたことから，ウバメガシの萌芽再生力の理解が必

要となる。

樹木の萌芽再生力には林齢，径級，伐採高などが関係し

ていることが知られている（橋詰 1985b;紙谷 1986）。しか

し，伐採適期を過ぎた高齢大径木は萌芽再生力が低下して

いる可能性があるため（例えば，松浦ら 2002, 小谷 2012;

正木ら 2013；伊東 2013)，高齢大径木化したウバメガシ林

の効果的な更新方法を検討する必要がある。また，樹木の

萌芽力を把握する際には，萌芽が発生するかどうかに加え，

発生した萌芽がその後生き残ったかどうかを長期観察する

必要がある (Tredici2001)。

そこで本研究は，ウバメガシの萌芽再生力には林齢と径

級がどのように関係しているか，伐採高の違いによって萌

芽再生が異なるのかを伐採1年後と約5年後の調査で明ら

かにすることを目的とした。また，異なる林齢で伐根の径

級や伐採高の違いが萌芽再生力に与える影響を調査し，効

果的な萌芽再生方法について考察した。

IL調査地および方法

調査は皆伐後1~3年経過した和歌山県内のウバメガシ

林伐採地6林分で行った（表ーl)。各林分において，ウバ

メガシの個体をランダムに選定した。ここでウバメガシの
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株立ち個体を「個体」，株立ち個体を構成する各幹の切株

を「伐根」と定義した（図ー1)。個体を対象とした調査で

は1個体当たりの伐根数を記録した。個体が単幹，複数幹

のどちらで構成されていたかを把握するため，調査地ごと

に伐根が複数あった個体の割合，すなわち複数幹個体割合

を算出した。伐根を対象とした調査では伐根直径と伐採裔

を測定した（図ーl)。伐根直径は，木口面の長径と短径か

ら平均値を算出した。伐採高は木口が傾斜していたため，

山側と谷側で測定し平均値を算出した。萌芽の調査は発生

萌芽数（長さ 5cm以上），最大萌芽の長さとその基部の径

を伐根ごとに測定した。大径化林分（後述）の最大萌芽の

萌芽発生部位を韓・橋詰 (1991)に基づき幹萌芽，地際萌

芽，根萌芽に分けて記録した（図ー1）。本報では，生存萌

芽がみられない伐根を無萌芽伐根と定義した。個体内の伐

根が無萌芽伐根のみであった場合を個体の枯死とみなし

た。計測対象とした全伐根に対して萌芽が発生した伐根の

割合を「伐根の萌芽率」と定義した。 6林分のうち 4林分

では， 4年経過した伐採5~6年後の萌芽状況を調査した。

以後，伐採1~3年後のデータを期首，伐採5~6年後のデー

タを期末とよぶ。それぞれ6林分を，平均伐根直径が利用

適期である径級かそれ以上かによって二つのグループに区

分した（「利用適期林分」，「大径化林分」）。本報では，和

歌山県木炭協同組合が定めた紀州備長炭選別表（和歌山

県 1990)に基づき，利用適期である径級を馬目小丸（径

2~3cm, 長さ 20cm以上）と馬目上小丸（径3~4cm,

長さ 20cm以上）の規格の炭が得られる原木径6~12cm

と定義した。大径化林分に区分された田辺Cと日高川は，

聞き取り調査からそれぞれ50年以上前と 60年以上前に最

後に択伐されたことがわかっており，大径化林分はより高

齢化した林分である。

萌芽発生に影響していた要因を解明するため，三つの解

析を行った。 1)伐根からの萌芽の有無に，伐根直径や伐採

高が関係しているかどうかを調べるために，萌芽の有無（有

=1, 無＝0) を応答変数に，伐根直径と伐採高を説明変数

に一般化加法モデルを用いて解析した。誤差分布は二項分

布を用いて，説明変数を別々に解析した。なお，伐採高に

ついては，高伐りされた伐根（伐採高60cm以上， N＝10)

----------------—個体

I -------------＿伐根 ・ ---̀  

＼萌芽'i!Jj~ ¥ /ぷ；；；区 I¥ 

、三:[＼文採高「「了j：萌芽 ＇ 
-----------------------------------------------9’ 

図ー1. 萌芽した個体と伐根の模式図，萌芽の発生形態（橋詰

1985aを参考に描く）
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伐根直径は木口面の長径と短径から平均値を算出した。伐採高は木口が傾

斜していたため，山側と谷側で測定し平均値を算出した。生存萌芽がみら

れない伐根を無萌芽伐根とした。個体内の伐根が無萌芽伐根のみであった

場合を個体の枯死とみなした。
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がみられたが解析は測定した高さの違いによる伐根直径

への影響が少ない 60cm未満の伐根で行った。なお，萌芽

は幹萌芽，地際萌芽，根萌芽をプールして解析した。その際，

地際萌芽と根萌芽はそれらからもっとも近い伐根からの萌

芽とみなした。

2)伐根の萌芽数に，伐根直径や伐採高が関係している

かどうかを調べるために，萌芽伐根を対象に萌芽数を応答

変数に，伐根直径と伐採高を説明変数に一般化加法モデル

を用いてグループごと （利用適期林分と大径化林分）に解

析した。誤差分布はポアソン分布を用いて，説明変数を別々

に解析した。なお，伐採高については前述した理由により

伐採高 60cm未満の伐根を解析対象とした。

3)萌芽更新に林齢の違いが関係しているかどうかを調

べるために，伐採高25.5cm以下 （利用適期林分の最大伐

採高）の伐根を対象に一般化加法モデルを用いて，利用適

期林分と大径化林分をプールして解析した。応答変数を萌

芽更新の 4指標 （萌芽の有無，萌芽数，最大萌芽長，萌芽

径）とし，説明変数を林齢 （適齢，高齢）とした。解析対

象として，応答変数が萌芽の有無の場合は，萌芽伐根と無

萌芽伐根の全伐根を対象に，それ以外の応答変数は萌芽伐

根のみを対象とした。伐根直径は共変畳として全てのモデ

ルに組み入れた。誤差構造は萌芽の有無を応答変数とした

場合は二項分布，萌芽数を応答変数とした場合はポアソン

分布， 最大萌芽長，萌芽径を応答変数にした場合は正規分

布に従うと仮定し，説明変数を別々に解析した。説明変数

の有意性を二項分布，ポアソン分布モデルの場合は尤度比

検定で，正規分布モデルの場合は F検定で調べた。すべ

ての解析には R3.4.0(R Core Team 2017)を使用した。分

析には Rのmgcvパッケージを使用した。

ill.結 果

l. 調査した個体の構造

期首に調査した 6林分において，調査対象個体数は 20~

88個体／林分，伐根は 31-181伐根／林分に及んだ （表ー1)。

複数幹個体割合は田辺B (24%)を除いて 45-54％の範囲

にあった。平均伐根数／個体は利用適期林分と比較して，

大径化林分で多い傾向がみられた。特に 1個体当たりの成

立本数が4以上の個体が大径化林分で多く ，個体が高齢化

するほど1個体当たりの成立本数が増加する傾向がみられ

た。平均伐根直径は利用適期林分で 10cm強だったのに対

し，大径化林分では 15cmを超える林分が多く，大径化林

分の最大伐根直径は 38.5cmに及んだ。平均伐採高は利用

適期林分（平均伐採嵩8.7~12.2 cm)よりも，大径化林分（平

均伐採高 17.7~33.5cm)で高かった。

2.皆伐後の萌芽発生と生残

利用適期林分の期首の萌芽が発生した個体の割合は 95%

を超えており，この傾向が期末まで続いていた（図ー2)。大

径化林分の萌芽が発生した個体の割合は期首で76~100%

であったのに対し，期末は44~72％に減少した （図ー2,表ー

2)。すなわち高齢化した個体は適齢の個体よりも伐採によっ

て枯死しやすいという結果が得られた。大径化林分におい

て，期首の最大萌芽の発生部位は地際萌芽と幹萌芽による

ものが多く （田辺c；地際萌芽86%，幹萌芽 14%，日高）II;
地際萌芽50%，幹萌芽50%），根萌芽はみられなかった。

3.萌芽更新に伐根直径と伐採高が及ぼす効果

利用適期林分は無萌芽伐根が少なく （無萌芽伐根の割合

0~9.7%，表ー2)，伐根からの萌芽の有無と伐根直径およ

び伐採高の関係解析ができなかったため，ここでは大径化

林分のみを解析対象とした。大径化林分において萌芽伐根

か無萌芽伐根かどうかは，期首， 期末とも伐根直径に関係

しており ，伐根直径が大きいほど伐根の萌芽率が低下した

（図ー3）。ただし，無萌芽伐根にも小径のものが多く含まれ

ていた （図ー3)。伐根の萌芽率の予測値は伐根直径 10,

30cmで90,75％であ ったのに対し，期末の予測値は

62, 38％に減少した。すなわち，伐根直径 10cmで伐ると，
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図ー2.利用適期林分と大径化林分における萌芽した個体の割合
の変化

棒グラフの下部は，伐採から経過した年数，調査地名，平均伐根直径を示す。

表ー2.各調査地における期首，期末の枯死個体数，無萌芽伐根数と萌芽発生状況

枯死個体 無萌芽伐根 萌芽数1個体 萌芽数／伐根 萌芽長／伐根 萌芽径／伐根

区分 調査地 調査
（％） （％） 

平均 平均
数 数 平均 平均

(cm) 
SD 

(mm) 
SD 

田辺 A 期首

゜
00 

゜
0.0 25 2 25 2 442 14 6 59 20 

期末 1 33 2.0 13.9 8.4 147 3 415 20 1 94 

利用適期林分 田辺 B 期首

゜
00 

゜
00 5.5 5.5 121.1 43 2 15.7 5.9 

期末

゜
00 

゜
00 13.9 96 200.0 57 5 271 76 

中辺路 期首 1 50 3 97 36 4 384 41.1 11 7 58 19 

田辺c 期首 6 68 20 11.0 814 38 8 28 5 17.0 34 1.7 

期末 25 284 65 35 9 30 0 16.3 105 8 44.0 12 7 60 
大径化林分

日高川 期首 10 24.4 31 42 5 24 3 17 9 46 8 210 63 29 

期末 23 56.1 52 712 54 47 1621 40 2 14 7 63 

田辺 D 期首

゜
00 3 75 313 16 9 127 7 351 15 6 51 
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伐根直径30cmで伐る場合と比較して約 1.6倍の伐根が伐

採5~6年後に有萌芽の可能性がある。

無萌芽伐根は期首，期末とも伐採高に関係しており，伐

採高が高いほど伐根の萌芽率が低下した（図—4) 。期首の

伐根の萌芽率の予測値は伐採高 10,40 cmで94,63％で

あったのに対し，期末の予測値は67, 27％に減少した。

すなわち，伐採高 10cmで伐ると，伐採高40cmで伐る場

合と比較して約2.5倍の伐根が伐採5~6年後に有萌芽の

可能性がある。

平均萌芽数／個体は利用適期林分よりも大径化林分で多

い傾向がみられた（表ー2)。萌芽数が最大であった伐根を

(a)伐採1~3年後

みると，利用適期林分で 104本，大径化林分で 193本とど

のグループにおいても多かった。利用適期林分と大径化林

分の伐根直径と萌芽数の関係は，伐根直径10~20cmで萌

芽数が多い傾向がみられたが（図ー5(a)），モデルによる予

測値は期首，期末とも一様な分布を示していた（図ー5(a), 

(b)）。また，利用適期林分と大径化林分の伐採高と萌芽数

の関係は，期首，期末ともそれぞれの期間において伐採高

に関わらず一様であった（図ー6(a),(b)）。期末には，伐採

高に関係なく多くの伐根で萌芽数が減少した（図—6(b) ）。

4.萌芽更新に林齢の違いが及ぼす効果

ウバメガシの萌芽更新の4指標（萌芽の有無，萌芽数，

(b)伐採5~6年後
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〇は伐根を示す。一般化加法モデルによる分析において．説明変数がp<0.05で有意になった組み合わせのみ．モデルの予測値（点線）
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を示す。 1は萌芽有を， 0は萌芽無を示す。
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図ー5. 利用適期林分と大径化林分における期首(a)と期末(b)の伐根直径と萌芽数の関係

●は利用適期林分 0は大径化林分。一般化加法モデルによる分析において，説明変数がp<0.05で有意になった組み合わせの

み，モデルの予測値とその95％信頼区間を示す。利用適期林分の予測値と 95％信頼区間 （太線，灰色），大径化林分の予測値と

95％信頼区間 （細線 i哀灰色）。
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図—6. 利用適期林分と大径化林分における期首 (a ) と期末 (b ) の伐採高 と萌芽数の関係

●は利用適期林分， 0は大径化林分。一般化加法モデルによる分析において，説明変数がp<0.05で有意になった組み合わせ

のみ，モデルの予測値とその95％信頼区間を示す。利用適期林分の予測値と 95％信頼区間 （太線， 灰色），大径化林分の予測

値と 95％信頼区間 （細線濃灰色）。

表ー3.ウバメガシの萌芽更新に林齢が利用適期であることが及
ぽす効果

応答変数 調査時期
説明変数

p値
適齢か否か

萌芽の有無
期首 214 0.007 
期末 40 93 0 000 

萌芽数
期首 -0 31 0 000 
期末 -0.25 0 000 

最大萌芽長
期首 24 34 0 000 
期末 58 56 0.000 

萌芽径
期首 3 39 0 000 
期末 1141 0 000 

一般化加法モデルによる解析結果を示す。p値は尤度比検定 （萌芽の有無．

萌芽数）． F検定 （最大萌芽長．萌芽径）の結果を示す。伐根直径は共変

批として全てのモデルに入れた

最大萌芽長，萌芽径）に林齢の違いが関係したかどうかを

解析した結果を表ー3に示した。期首，期末とも全ての指

標に林齢が関係していた。このうち萌芽数が適齢であるほ

ど減少したのに対して，それを除いた萌芽の有無最大萌

芽長，萌芽径は適齢であるほど増加した。すなわち，適齢

であるほど有萌芽の伐根は増え，最大萌芽長は長く，萌芽

径は太くなる傾向がみられた。

IV.考察

1. ウバメガシの萌芽性

里山の萌芽林の樹木は，伐採などの撹乱を受けると潜伏

芽から萌芽を発生させる（伊藤 2014）。このように萌芽更
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新によって成立した萌芽林の多くは．高い複数幹個体割合

を示す（例えば，韮木ら 2014)。複数幹の成立のしやすさ

は樹種によって異なっており．複数幹個体の 1個体あたり

の成立本数はクヌギでは普通2本でまれに 3本成立するの

に対し．コナラでは 2~5本．時に 7~8本成立し，コナラ

はクヌギよりも複数幹になりやすい（橋詰 1985d)。ウバ

メガシでは利用適期林分で1個体当たり 3本．大径化林分

で4本を超える幹を持つ個体がみられたことから（表ー2).

複数幹形成においてコナラに近いと考えられた。また，伐

採初期に個体から発生した萌芽数は利用適期林分で5~36

本，大径化林分で24~81本とどのグループも萌芽した個

体においては多い萌芽を発生させていた。これはウバメガ

シの萌芽の発生の仕方が1カ所から複数本群がって発生す

るためと考えられる。

本研究の結果，高齢個体は適齢個体よりも枯死しやすい

こと（図ー2)．個体に限らず伐根についても，高齢化した

伐根は小径でも無萌芽状態のものが多いことが示された

（図ー3）。また，有萌芽の伐根は適齢であるほど増加し（表ー

3)，伐根直径が大きくなるほど無萌芽の伐根が増えていた

（図ー3)。コナラでは伐根直径が20~30cm以上，伐根年齢

が40~45年生以上になると無萌芽の伐根が多くなると報

告されている（輯・橋詰 1991)。橋詰 (1985b) はクヌギ

の萌芽力は樹齢50年以上になると萌芽力が著しく低下し，

無萌芽個体が46％に達すること． コナラは樹齢40年以上

になると無萌芽個体が増加することを指摘している。今回

の結果は，ウバメガシにおいてもクヌギやコナラと同様に

高齢化・大径化することで萌芽力が低下し．無萌芽個体が

増加することを示している。このことは大径木をそのまま

にしておくと，萌芽更新によるウバメガシ林の再生が困難

になることを示唆している。萌芽を多数発生できる個体は

強健で活力のある個体とされる（橋詰 1985c)。枯死個体

の多かった大径化林分と枯死個体の少なかった利用適期林

分では単純な比較はできないが．萌芽した個体において大

径木でも多数の萌芽を発生させるウバメガシは比較的萌芽

性が強い樹種であると考えられる。また．適齢木ほど萌芽

長や萌芽径は増加したことから（表ー3)．ウバメガシの萌

芽活性は適齢木で高いと考えられた。

紀）、卜l備長炭原木林の伐採方法については，原木の伐採は

地面に接しできるだけ低く伐ることとされる（和歌山

県 1992）。今回，高い位置で伐採すると，無萌芽の伐根が

増加することが示された（図—4) 。さらに伐採高 10cm で

伐ると 40cmで伐る場合と比較して約2.5倍の伐根が5~6

年後に有萌芽であると予測できた。この結果は．先行研究

の結果と同様であった。 30~40年生コナラニ次林を調壺

した松浦ら (2002)は．伐採高が高い個体ほど萌芽率が低

くなる傾向がみられたことを指摘している。さらに，山瀬

(2012)は， コナラにおいては．伐採高を高くした方が萌

芽確率は高くなるため，伐採直後は萌芽更新可能に見える

が，その萌芽の多くは伐採高が高いほど枯損してしまうた

め．結果的には伐採高を低くした方が萌芽更新の可能性は

高まると指摘している。伐採高が高くなると無萌芽や幹萌

芽のみのものが多くなり（橋詰 1985a)．発生初期の幹萌

芽は，雪や風などの機械的作用により発生部位から折れや

すい（谷本 1990）。今回の調査では，ウバメガシの幹萌芽

と地際萌芽の生き残りやすさの差を把握することはできな

かったが，調査中に少しの接触で剥がれ落ちる幹萌芽がい

くつかみられたことから，構造上，幹萌芽は地際萌芽より

も生き残りにくいのであろう。ウバメガシにおいても，伐

採高を高くすると萌芽が生き残りにくいことがわかった。

よって，原木径が大きい場合には，伐採高を低くすること

で伐根の萌芽率の低下を抑えられると考えられた。

2.大径化林分の更新手法

大径化した備長炭原木林を若返らせ，再び択伐のできる

林型に戻すにはどのような施業が必要であろうか。三善

(1959) は老齢常緑広葉樹林の施業法について，伐採後疎

開による残存木の虫菌害，風害の危険が考えられる場合を

除き，現存の老齢常緑広葉樹林に対して皆伐式の作業法を

採用して林分を若返らせることが必要であると述べてい

る。元来，紀州備長炭原木林の伝統的な萌芽更新方法は択

伐であるが（松本・北野 1952;田中 1962)，すでに利用

径級に達した個体が多いウバメガシの大径化林分において

は，皆伐を行う必要があろう。また，大径化林分のウバメ

ガシの伐採5,6年後の生存率は，利用適期林分に比べて

低いことから，大径化した林分において萌芽の生存率を高

めるためには，高伐りすることなく低く伐る必要がある。

さらに三善 (1959)は，皆伐による場合は陽性の広葉樹の

発生，成長が旺盛となることから，優良樹種の小径木ない

し稚樹を残存させるべきであり，これに対し保育作業を行

い優良樹種の更新を助長することが必要であると述べてい

る。大径化林分では，萌芽した個体の約半数が複数幹をもっ

ていることから（表ーl)，枯死する個体が増加することを

考慮し，個体の中の小径木を残存させるとともに，伐採さ

れた個体以外のウバメガシの稚樹（実生）や炭木として利

用できるアラカシやカナメモチなど（吉村 1998)の稚樹

を残存させるなど更新木をできるだけ残すような工夫も必

要だと思われる。その後は状況に応じて，侵入した先駆種

や陽性樹種の刈り出しなどの更新補助作業を加える必要が

あろう。

本研究により，ウバメガシにおいても個体が高齢化する

ことによって無萌芽個体が増加することが明らかになっ

た。このことは，従来から行っている原木径6~12cmの

更新は，ウバメガシの萌芽性からメリットが多いことを示

している。また，今回調査した大径化林分の林内には，シ

イ類アラカシ，コナラ，ヤマモモなどウバメガシ以外の

樹木も混生しかつ大径化していた。一般的に，一定直径級

以上のものを択伐する択伐萌芽更新においては，多くの混

交樹木を炭木等に利用し，小高木性の有用樹木を残存させ，

高木性樹木を排除することでウバメガシなど耐陰性のある

有用樹の成長を妨げない樹種構成が維持されてきた。大径

化したウバメガシ林においても，生育する混交樹木を伐採

利用する方策を検討し，ウバメガシの成長を妨げない樹種

構成にしていくことも，大径化した常緑広葉樹の循環利用

に必要だと思われる。
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